
1

横浜市と株式会社ディー・エヌ・エーが
SDGs未来都市・横浜の実現に向けた
サステナブルなまちづくりについての
連携協定を締結 2022年4月21日

市長会見説明資料
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国から選定された「SDGs未来都市」として
SDGs達成に取り組む公民連携組織
ヨコハマSDGsデザインセンターを中心に
事業者・市民の皆様との連携により
SDGsの取組を推進

2018年（平成30年）6月

■SDGs未来都市・横浜
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■横浜市が直面する課題

しかし一方で
どこから取り組めば良いかわからないと
感じている市民・事業者が多い

↓
取り組みのきっかけが必要

SDGs達成・脱炭素社会の実現に向けては、
SDGs達成に向けた取組の一層の加速化、
脱炭素型ビジネスモデル・ライフスタイルへの
転換が必要

市が市内中小企業を対象に実施し
たアンケートで、「経営や事業活動に
どうSDGsを取り入れてよいか分か
らない」との回答が約4割令和３年度脱炭素化・ＳＤＧｓに関する意識調査結果

≪実施期間≫令和３年９月28日～10月11日
≪対象≫市内中小企業10,000者（回収数：2,203者）
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＜既存の協定＞
2017年 包括連携協定（I ☆ YOKOHAMA協定）
⇨スポーツ振興と地域活性化

■横浜市とDeNA様との協定

2022年 サステナブルなまちづくりについての
連携協定
⇨ SDGs未来都市・横浜の実現に向けた
サステナブルなまちづくりを推進
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■協定項目

SDGs未来都市・横浜の実現に向けて

１
脱炭素・SDGs達成に向けた取組を
市民・来街者が楽しみながらできる
仕組みづくり

2 ヨコハマSDGsデザインセンターの
ネットワークを活用した、事業者
(企業・団体）の参画推進
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■①脱炭素・SDGs達成に向けた取組を市民・来街者
が楽しみながらできる仕組みづくり

サステナブルバリュー

行動の
きっかけづくり

行動の
見える化

継続的な
行動を支える

賑わいの場で、企業・団体の
脱炭素・SDGsの取組や商品を
楽しく体験する機会を提供し
行動変容のきっかけを創る

行動によるCO2削減量など、
企業・団体および個人の脱
炭素・SDGs達成への貢献
価値を見える化

見える化した価値を
PRなど、新たな取組に
活用できる仕組みを導入し
継続的な行動を後押し
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■具体的取組（行動のきっかけづくり）

・「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 横浜」に
日本初のバレーパーキング方式の
EVカーシェアステーション設置

(4月下旬～5月上旬開始予定)
→横浜のドライブを楽しみ、
脱炭素に寄与するきっかけに

多様な主体と連携し、
楽しさ（Fun） とSDGs・脱炭素を両立した体験を提供

「横浜スタジアム」を
はじめとする賑わい施設で
SDGs・脱炭素に寄与する
更なるFun体験の充実を予定

今後
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横浜市
(ヨコハマSDGs
デザインセンター)株式会社

ディー・エヌ・エー

エンタメ

賑わい
施設

デジタル
技術

ネット
ワーク

ニーズ
把握

ノウハウ

× ＝
市民・事業者が
SDGs達成に
向けて
参画しやすい
機会創出・拡大

■②ヨコハマSDGsデザインセンターのネットワーク
を活用した、事業者(企業・団体）の参画推進
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横浜/神奈川における当社のあゆみ

■DeNAの取組
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DeNA版スマートシティの注力領域

■DeNAの取組
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DeNA版スマートシティが目指すまちづくり
More fun, More fans

■DeNAの取組



12

DeNA版スマートシティの3事業

■DeNAの取組
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×
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